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岡本侑也さん＆上野通明さん応援レポート

「ジャン=ギアン・ケラス（チェロ）
ケラスが弾く20世紀、21世紀―。」

2016年６月21日（火）
トッパンホール

チェロの名手ジャン=ギアン・ケラス氏との共演

トッパンホール。凸版印刷株式会社が
創立100周年を記念して、2000年にオー
プンさせたコンサートホール。クラシック
の室内楽を中心に、多様なコンサート
が開かれている。

本日のコンサートは世界的に人気の高
いチェリスト、ジャン=ギアン・ケラス氏の
公演。約２年ぶりの来日の今回、各地
で多彩な演奏会が予定されている。

プログラムは、20世紀、21世紀のチェロ
作品をテーマに、無伴奏曲を集めたも
の。1915年のゴダーイから2015年の
藤倉大氏の新作に至る100年にわたる
チェロ作品、日本人作曲家の作品も
３曲というトッパンホールならではの
凝ったプログラムが組まれている。

ケラス氏より日本の若手チェリストとの
共演のリクエストがあったとのことで、共
演する６名の若手精鋭チェリストに選ば
れた岡本さんと上野さん。プログラムの
ラスト曲にてケラス氏と共演、ブーレー
ズの「メサージェスキス（7本のチェロの
ための）」を演奏する。
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ケラス氏とともに。７本チェロによる見事な演奏

会場には多くのファンの方々。満席の会場。
みなさん開演を待つばかり。

刺激的なこの機会を前に、

「・・・ケラスとの共演は嬉しくて、わくわくし
ています（岡本さん）」、「・・・ケラスとの

共演という大変貴重なチャンス、精いっぱ
い楽しんで頑張ってきます（上野さん）」と、
２人からのコメントも届いている。

ケラス氏登場。大きな拍手に迎えられ、
演奏が始まる。神秘的に響く１曲目に続き、

コダーイの無伴奏チェロ・ソナタ。ふくよか
に、しなやかに。チェロ１本で、これだけ
多彩な音色を奏でることができるのかと
驚かされる。

休憩後の３曲目、細川俊夫氏作曲の
「線II」では、両手に弓を持って（弓２本！）
の演奏が披露される。
黛敏郎氏の「BUNRAKU」、ケラス氏のため
に書かれた藤倉大氏の「osm」、こちらは
世界初演とのこと。

難解な曲も、活き活きと、涼しげに弾きこ
なしてしまう姿も魅力的。熱い拍手に包ま
れる会場。

そして、締めのブーレーズ。

いよいよ岡本さん、上野さん達、若手の登
場だ。

日本人の若手チェリスト６人がケラス氏を
囲むようにして位置を取る。指揮も兼ねる
真ん中のケラス氏は、みんなの緊張をほ
ぐすかのように、振り向いて笑顔。

ブーレーズが友人である音楽家（パウル・
ザッヒャー）の70歳の誕生日に寄せて作

曲したというこの曲、「ザッヒャー」の名前
を音名として読み込んで作られているの
だそうだ。

聴いているほうも緊張しそうな、かなりの
難曲。にもかかわらず７本のチェロによる
一糸乱れぬ見事な演奏。極めて早いテン
ポで、少しずつ音が大きくなっていくラスト
の盛り上がり。客席から本当に多くのブラ
ヴォーが飛んでいた。

リハーサル風景（写真：トッパンホールＴｗｉｔｔｅｒ公式アカウントより）
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本番はさらに興奮状態、本当に楽しかった！

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後、楽屋にて二人に話を聞いた；

－ ブーレーズ、すごい曲でした；

「・・・難しい曲だということは、わかっていた
ので覚悟はあったんですが、最初は弾くの
が怖いくらいで」 （上野さん）
「・・・直前までドキドキでした」 （岡本さん）と
口々に。

ー リハーサルは昨日１回。熱い指導が
あったそうだ；

「本当に難しい曲なので、リハーサル時も、
（弾くのが）怖かったです。緊張しました。

が、本番はさらに興奮した状態で弾くことが
できました」 （上野さん）
「楽しすぎました！」 （二人声を揃えて）

－ ケラス氏との共演機会；

「・・・以前にも生演奏を聴いたことがあり、
柔軟な演奏に魅力を感じていたのですが、
目の前で演奏を聴くことができて、とても
勉強になりました。集中力やスタミナも
凄いなと思いました」 （岡本さん）

「・・・生で聴くのは初めてでした。目の前で
不思議な響きが広がるなど、盗みたいとこ
ろがたくさんありました」 （上野さん）

「・・・誰にでも気さくに接する人柄も素晴ら
しく、そういう面も見習いたいと思いまし
た。」（上野さん）

楽屋での写真撮影にも気持ちよく応じてく
れたケラス氏、温かい人柄が伝わってきた。

終演後の楽屋にて。
いい笑顔です。

＜演奏会概要＞

◆出演
ジャン=ギアン・ケラス（チェロ）
伊東裕（チェロ） / 上野通明（チェロ） / 
岡本侑也（チェロ） / 門脇大樹（チェロ） / 
長谷部一郎（チェロ） / 堀沙也香（チェロ）

◆プログラム
ラッヘンマン：プレッション
コダーイ：無伴奏チェロ・ソナタ
細川俊夫：線II
黛敏郎：BUNRAKU
藤倉大：osm～無伴奏チェロのための
（トッパンホール15周年委嘱作品／世界初演）
ブーレーズ：メサージェスキス（7本のチェロのための）

二人とも、貴重な機会を得て、
いろいろなことを吸収したもよう。

岡本さん、上野さん、
素敵な演奏でした。
また、聴かせてください！
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム（表紙・裏表紙・１～２ページ）】
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【コンサート・プログラム（プロフィール）】


